
そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

「袖崎・雪ん子まつり」でバナナボートを楽しむ子どもたち
 ＜2月13日　袖崎小学校＞
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新型コロナウイルス

ワクチンの接種についてのお知らせ

■対象者

　・16歳以上の全市民

■ワクチンの種類

・国が正式契約したとして公表している、①ファイザー社、②アストラゼネカ社、③モデルナ社の

3社のワクチンです。

※ワクチンの基本的な性能は、感染自体を防ぐ効果を期待するものではなく、発症や重症化予防が

想定されています。

■接種開始時期・接種順位

　①2月から医療従事者等（実施中）

　②4月以降、65歳以上の高齢者（令和3年度中に65歳に達する、昭和32年4月1日以前に生まれた方）

　③基礎疾患を有する方

　④高齢者施設等の従事者

　⑤それ以外の方　の順

　※国からのワクチンの供給量をふまえ順次接種になります。

【注意】このお知らせは、現在、国が示す資料に基づき掲載しています。今後の状況により変更となる場合が

あります。詳細が決まり次第、市民の友や市ホームページで随時お知らせします。
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■接種回数

・同じ種類のワクチンを2回接種（3週間の間隔をあけての接種になる見込みです）

■接種費用

・自己負担なし

■接種券（クーポン券）および予診票

・高齢者の方には3月下旬以降（見込み）、それ以外の方には4月以降に「接種券（クーポン券）」

と「予診票」を一緒に郵送します。

※年齢等により接種の時期が異なりますので、自分の接種時期が来るまで大切に保管してください。

■接種方法

・集団接種を予定しています。

・高齢者施設等入所者は、入所施設内での接種を予定しています。

・接種券（クーポン券）および接種日の日程が届いたら、必ず電話かインターネットで接種日を予

約してください。（コールセンターを設置する予定です）

・事前に予診票を記入し、予約日に接種会場でワクチンを接種します。

・1回目の接種が終わったら、2回目の接種日を予約し、ワクチンを接種してください。（1回目の

接種と2回目の接種は3週間の間隔をあけてください）

■接種会場

・市民体育館、甑葉プラザ、市民会館を予定しています。

■接種にあたっての留意事項

・ワクチン接種は、予防のための方法の一つです。本人の希望で受けることができます。（努力義務）

・基礎疾患等がある方や、妊婦、身体等に不安がある方は、かかりつけ医とよくご相談ください。

■問合せ／保健課保健係  ☎内線131

　建物の屋根に積もった雪をそのままにしておくと、倒

壊のおそれがあります。2月13日に発生した地震の際、

市内ではカーポートの倒壊が7件発生しました。屋根に雪

があるほど、地震の際には倒壊の危険性が高まります。

　倒壊による周囲の住家や道路、歩行者等への被害を発

生させないためにも、雪下ろしなど建物の適切な管理を

お願いします。

　なお、除雪作業をする際は、けがや事故などに十分に

注意して行ってください。

■問合せ／総務課情報危機管理係  ☎内線213

積雪によるカーポート等の倒壊に注意

3 広報　市民の友　むらやま　　令和3年 3.1



子育て応援情報
表記の説明

　対 対象　　 日 日時　　 　会 会場　　 内 内容

　持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの中止や内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へお問い合わせください。

子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

3月2日(火)　10:30～11:00受付
ポポーのひろば
未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

ファミサポ会員または入会希望の
方で、3月で生後5か月までの親子
3月5日(金)　10:00～11:00
ポポーのひろば　　　　 必要
当日入会可能

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

3月生まれ(3歳まで)のお子さんと
3月で生後6か月になるお子さん
3月19日(金)　10:30まで受付
ポポーのひろば　　　　 必要
手形はお誕生会＆ハーフバース
デーでお渡しします。

お誕生手形

ひろば利用者
3月19日(金)　11:45～12:00
ポポーのひろば
ひろばに来た皆さんでお祝いします。

お誕生会＆ハーフバースデー

子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）
火曜～日曜日　9:00～17:00
ポポーのひろば
子育ての個別相談に応じます。

利用者支援「子育て応援室」

令和2年3月以降生まれの親子
3月25日(木)　10:20～11:30
甑葉プラザ2階研修室　　 必要
マスキングテープやシールを
使って写真立てを作ります。

Babyママ「手作り写真立て」

保育施設等入所前の親子(8組程度)
3月2日(火)　9:30～11:00
戸沢保育園　　　　　　 必要
自由遊び、出し物、お誕生会、
身長・体重測定（持ち物  フェイ
スタオル）育児相談など

わくわく広場

ぽっぴーるーむ ☎(22)9981
子育て世代包括支援センター

子育て中の方、おじいちゃん、おばあ
ちゃんどなたでもどうぞ(10名程度)
3月10日(水)　10:00～11:00
ふたば大高根保育園　　　 必要
プレ卒園式に招待します。

地域交流の場  じばサロン

小学校入学前の親子（10組程度）
3月17日(水)　10:30～11:30
ふたば大高根保育園
バスタオル、飲み物
講師　小室けい子氏

育児講座「ベビー＆ママのヨガ教室」

小学校入学前の親子（10組程度）
3月16日(火)　10:30～11:30
ふたば大高根保育園
バスタオル、飲み物
講師　菅野豊美氏

育児講座「親子リトミック」

日

会

内

日

会

内

対

日

会

内

対

日

会

内

対

日

会

内

対

日

会

対

他

日

会

対

他

申

申

申

申

申

保育施設等入所前の親子(3組程度)

3月10日(水)　10:30～11:00

ぐんぐん　　　　　　　　 必要

「おはなし会おしろやま」の皆

さんの読み聞かせを親子で楽し

みましょう。

ぐんぐんの  えほんの部屋

日

会

内

対

申

原則就学前の親子(8組程度）

3月13日(土)　10:00～11:00

戸沢保育園　　　　　　　 必要

親子でスキンシップを取りなが

ら楽しく体を動かして、ストレ

スを発散させましょう。

講師　小野淳子氏

育児講座「おやこで免疫力UP！
〜からだを動かそう！〜」

日

会

内

対

他

申

市民で保育施設等入所前の親子

(8組程度)

3月24日(水)　9:30～11:00

戸沢地域市民センター　 　必要

自由遊び、出し物、季節の工作、

お誕生会、育児相談など

ぐんぐんの  出前保育

日

会

内

対

申

3月3日(水)　13:15～15:30
甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ
母子健康手帳、父子健康手帳、
筆記用具　　　　　　　　 必要
赤ちゃんの保育～ここが変わった！
子育ての昔と今～、赤ちゃんの丈夫
な歯のために、赤ちゃんの入浴（実習）

初孫学級

日

会

持

内

申

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

保育施設等入所前の親子(5組程度)

3月3日(水)　10:00～11:00

ふたば袖崎保育園　　　　 必要

ひな祭り会をします。

出前保育 　ころころランド

日

会

内

対

申

日

会

内

対

日

会

持

対

他

日

会

他

対

持

月曜～木曜日　9:30～16:00
(3月22日(月)は休み）
甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ
母子保健コーディネーターが
育児の相談に応じます。
相談を希望される場合はスムーズなご
案内のため事前連絡をお願いします。

母子健康手帳の交付・なんでも育児相談

日

会

内

他

子育て・孫育て中の方（大人8名）

3月9日(火)　10:00～11:30

戸沢地域市民センター　　 必要

コロナ禍でも心身共に元気に過

ごすための心の持ち方を一緒に

考えましょう。

講師　伊藤なおみ氏

育児講座「コロナ禍の心の持ち方
〜元気に子育てするために〜」

日

会

内

対

他

申

①7か月児健康相談
　令和2年8月生まれ
②1歳児健康相談(歯みがき教室)
　令和2年3月生まれ
3月9日(火) ①10:30～10:40受付
　  　　　　②9:30～9:40受付
甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ
問診表、母子健康手帳、バスタオ
ル、歯ブラシ（1歳児健康相談のみ）

健康相談

日

会

持

対
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1.農作業賃金（実労働8時間）

　一般農作業　7,200円

(1)上記賃金は標準を示すものです。作業の種類によ

る差額については両者で協議して決めてください。

(2)下表にない作業、その他危険作業の場合は、一般

農作業賃金に増額することができます。

・賃借、売買などの諸手続きは毎月25日が締切

　(土曜・日曜日、祝日の場合は直前の平日)です。

・農地を農地以外にするときは、許可が必要です。

・農地に関する相談は、地域の農業委員または農

地利用最適化推進委員、農業委員会事務局にご

相談ください。

3.地域ごと農地の賃借料情報（10アールあたり）

部門別 締結(公告)
された地域 平均額 最高額 最低額 データ数

田(水稲)の部

楯 岡 6,400円 7,100円 2,000円 52

西 郷 6,600円 11,000円 3,600円 156

大 倉 6,900円 7,700円 4,100円 29

大 久 保 5,600円 8,100円 5,100円 148

冨 本 8,300円 12,000円 5,100円 46

戸 沢 6,000円 9,000円 2,000円 293

袖 崎 4,800円 6,100円 3,000円 63

大 高 根 7,000円 10,000円 3,000円 98

（参考）市平均 6,200円 − − 885

畑(普通畑)の部 市 全 域 4,400円 7,000円 2,100円 91

2.機械利用料標準
作業種目 単位 金額 備考

田 耕 う ん 10アール 7,300円

代 か き 〃 10,000円

畑 耕 う ん 〃 7,100円 2回耕うんは3,300円加算

田 植 〃 7,900円
側条施肥は1,500円加算、箱施用薬
剤散布料は500円加算、肥料代別途

育 苗 1箱 770円 種子代含む

コ ン バ イ ン 10アール 30,700円
刈取17,800円、もみ運搬1,200円、
生もみ乾燥11,700円

仕 上 げ 乾 燥 60キログラム 770円

もみすり調整 〃 810円

スピードスプ
レ ヤ ー 防 除

100リットル 1,190円 薬剤は委託者持ち

動 力 噴 霧
機 防 除

100リットル 730円 薬剤は委託者持ち

畔
くろ

塗 1メートル 55円 片側機械ぬり

畦
あぜ

草 刈 1時間 1,700円 刈払機械損料・燃料代含む

※令和2年中に締結（公告）

された賃貸借の集計結果に

基づくもので、データ数は

集計に用いた筆数です。

※賃借料平均値の上下70％

を超えるものは集計から除

き、100円未満は四捨五入

しています。

※賃借料は上記を参考に当事

者間での話し合いで決めて

ください。

※この作業賃金・利用料標準

は令和3年4月1日から適用

されます。

※基盤整備された農地での作

業とします。

※特殊なもの、湿田などで作

業が不便なものは両者で協

議のうえ決定し、実施して

ください。

令和3年度  農作業賃金、機械利用料標準、
 農地賃借料情報のお知らせ

■問合せ／農業委員会事務局　☎内線261
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受賞者のご紹介

市長杯争奪

新春市民囲碁大会

　市長杯争奪新春市民囲碁大会が

1月16日、クアハウス碁点で開催

され、市内からは次の方が入賞し

ました。

■Bクラス

3位　松田　　久さん（大久保）

4位　斉藤　隆夫さん（西郷）

5位　岩岡　　認さん（楯岡）

西郷小学校から塩竈市へ義援金

　２月17日、西郷小学校から塩竈市への義援金

１万円が村山市へ寄託されました。この義援金

は、同校の環境委員会が中心となって呼びかけ

を行い、アルミ缶やプルタブを回収して得た収

益から贈っているものです。平成25年度から実

施し、今年で8回目になります。

　この日は委員会を代表して６年生の丸川花音

さんと柴田來愛さんが市役所を訪れ、「困って

いる人のために使ってほしい」という思いを込

めて義援金を志布市長に手渡しました。

※企業・団体などで実施するボランティア活動や市への寄付などの情報を総務課へお寄せください。市報で紹介します。

統計功労者

　県統計功労者表彰式が2月4日に山形市で開催され、長年、統計調査

に尽力された方へ表彰状が贈られました。市内からは次の皆さんが受賞

しました。

■県統計協会長感謝状

田中　正信さん（楯岡）

柴田トミノさん（西郷）

高木　栄悦さん（西郷）

結城　順一さん（西郷）

松田　勝彦さん（大久保）

生亀庄次郎さん（大高根）

西塚　新悦さん（大高根）

■県統計協会長表彰

鹿柴　正幸さん（大久保）

齋藤　　勝さん（冨本）

高島　信廣さん（冨本）

井澤　順一さん（戸沢）

■経済産業大臣表彰

三澤　礼子さん（楯岡）

森　　裕子さん（楯岡）

佐藤　清美さん（戸沢）

■経済産業省感謝状

板垣　藤男さん（西郷）

■農林水産大臣表彰

鈴木　清市さん（楯岡）

ボランティアありがとうございます

　２月1日から3日、村山道路維持協同組合（佐

藤滿代表理事）が市道のボランティア除雪作業

を行いました。

　今冬は大雪の影響で、市内各所の市道では積

雪のため交差点の見通しが悪くなっていること

から、組合ではタイヤドーザーなどの機械を使

い交差点の隅切り等の雪の除去作業をボラン

ティアで実施しました。
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障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、
障
が
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者

の
安
定
し
た
生
活
、
社
会
参
加
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

24
年
10
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
虐
待
と
は
、
障
が
い
者
の

家
族
・
親
族
や
障
が
い
者
福
祉
施
設
の

職
員
、
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

が
行
う
次
の
行
為
で
す
。

・
身
体
的
虐
待　
　

・
性
的
虐
待

・
心
理
的
虐
待　
　

・
放
棄
、
放
任

・
経
済
的
虐
待

　

障
が
い
者
が
地
域
で
尊
厳
を
保
ち
な

が
ら
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
障
が
い

者
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
・
届

出
・
相
談
の
対
応
窓
口

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

146

夜
間
・
休
日
等　
　
　

市
役
所
警
備
室

 
☎

（55）
２
１
１
１

障
害
者
虐
待
防
止
法
を
ご
存
じ
で
す
か

　

2
月
1
日
よ
り
村
山
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
小
関
恵
子
で

す
。
楯
岡
高
校
跡
地
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ

い
創
造
活
性
化
施
設
「
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ   

Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
リ
ン
ク  

む
ら
や
ま)

」

に
関
わ
る
仕
事
を
メ
イ
ン
に
、
3
年
間
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
東
根
市
東
郷
地
区
で
す
。
今

回
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
楯
岡
高
校
は
、

私
の
母
校
で
も
あ
り
ま
す
。
入
学
当
時

は
、
堂
ノ
前
公
園
の
桜
を
見
な
が
ら
自
転

車
通
学
！
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

上
っ
て
は
下
る
山
沿
い
の
坂
道
を
前
に
意

気
消
沈
。
桜
を
見
る
前
に
バ
ス
通
学
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
東
沢
バ
ラ
公
園
で
芋
煮

会
、
土
曜
の
お
昼
は
「
沢
」
の
焼
き
そ
ば

を
み
ん
な
で
分
け
合
い
、
帰
宅
前
は
駅
前

商
店
街
で
寄
り
道
。
地
味
な
が
ら
な
か
な

か
充
実
の
青
春
の
3
年
間
で
し
た
。
施
設

の
オ
ー
プ
ン
は
来
春
の
予
定
で
す
。
あ
ら

ゆ
る
年
代
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
持
っ
た

方
が
集
ま
り
賑
わ
っ
て
、
情
報
交
換
の
場

所
、
人
と
出
会
え
る
場
所
に
な
れ
ば
、
ま

た
楯
高
の
歴
史
が
続
い
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

20
年
ぶ
り
の
山
形
で
の
生
活
を
満
喫
で

き
る
よ
う
、
村
山
市
の
こ
と
を
知
り
、
魅
力

を
発
見
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て

　
　
　
　

小
関
恵
子
で
す

～小
こ せ き

関恵
け い こ

子隊員の奮闘記～

人
生
の
節
目
に
は
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ
り
、

加
入
の
種
別
や
保
険
料
の
納
め
方
が
変

わ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
市
役
所
に
届
出
を

・
60
歳
前
に
会
社
を
辞
め
た
と
き

・
配
偶
者
の
健
康
保
険
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

・
配
偶
者
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
で
、
配
偶
者
が
65
歳

に
達
し
た
と
き

20
歳
に
な
っ
た
ら
（
す
で
に
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
除
く
）

・
日
本
年
金
機
構
よ
り
国
民
年
金
加
入

の
お
知
ら
せ
と
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
学

生
納
付
特
例
ま
た
は
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
年
金
手

帳
は
お
知
ら
せ
と
別
に
届
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所　

 

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１

（
自
動
音
声
案
内
2
→
2
）　

ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

Vol.

63

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報
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　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

　

１
２
４
年
ぶ
り
に
2
月
2
日
と
な
っ

た
今
年
の
節
分
。
市
内
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
で
は
園
児
た
ち
が
豆
ま
き
を

行
い
ま
し
た
。

　

ひ
ば
り
保
育
園
で
は
、
園
児
た
ち
が

こ
の
日
の
た
め
に
作
っ
た
鬼
の
お
面
な

ど
を
見
せ
合
い
、
ぞ
う
組
の
園
児
が
追

い
出
し
た
い
自
分
の
中
の
悪
い
鬼
を
発

表
。
そ
の
後
、
鬼
が
登
場
し
、
「
鬼
は

外
！
福
は
内
！
」
と
元
気
な
掛
け
声
と

と
も
に
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
中
に
は

怖
さ
で
泣
き
出
す
園
児
も
い
ま
し
た

が
、
勇
気
を
出
し
て
豆
に
見
立
て
た

ボ
ー
ル
を
投
げ
つ
け
、
鬼
を
退
治
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

節
分
の
豆
ま
き

　

2
月
5
日
、
冨
本
小
学
校
で
ス
キ
ー

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
る
「
裏
山
ゲ
レ
ン
デ
」
は
、
毎
年
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
が
児
童
の
た
め
に
手

作
り
し
て
お
り
、
ま
た
、
学
校
敷
地
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
北

村
山
随
一
の
長
さ
を
誇
る
２
０
０
ｍ
の

ロ
ー
プ
ト
ウ
は
、
今
年
で
設
置
30
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
少
雪
の
影
響
等
で
ス

キ
ー
発
表
会
の
開
催
は
3
年
ぶ
り
。
児

童
た
ち
は
気
合
い
十
分
で
、
4
年
生
か

ら
6
年
生
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
大
回

転
、
1
年
生
か
ら
3
年
生
は
ハ
の
字
滑

り
や
滑
降
に
取
り
組
み
、
授
業
で
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

冨
本
小
学
校

で
き
た
よ
！
ス
キ
ー
発
表
会

果敢に鬼に立ち向かう園児たち

スキー発表会の様子

　

平
成
19
年
に
市
と
災
害
時
相
互
支
援

協
定
を
締
結
し
、
物
産
や
小
中
学
生
に

よ
る
交
流
事
業
な
ど
、
多
様
な
交
流
を

行
っ
て
い
る
宮
城
県
塩
竈
市
の
海
産
物

が
、
2
月
8
日
、
市
内
中
学
校
の
給
食

に
食
材
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
の
海
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
提
供
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
マ
グ
ロ

の
フ
ラ
イ
、
ワ
カ
メ
汁
、
笹
か
ま
ぼ
こ

入
り
か
ら
し
あ
え
。
生
徒
た
ち
は
「
マ

グ
ロ
の
フ
ラ
イ
は
肉
厚
で
食
べ
応
え
が

あ
り
お
い
し
い
。
ワ
カ
メ
も
笹
か
ま
ぼ

こ
も
す
ご
く
や
わ
ら
か
い
」
な
ど
と
話

し
、
塩
竈
市
を
代
表
す
る
海
の
幸
を
お

い
し
そ
う
に
味
わ
い
ま
し
た
。

中
学
校
給
食

「
塩
竈
市
の
海
の
幸
」

塩竈市の海の幸をおいしそうに味わう生徒たち
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

北村山地域
振興局
北村山地域
振興局

ヤマザワヤマザワ

村
山
駅

村
山
駅

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ

居
酒
や  

よ
っ
て
家け

住所：新町1-2-11　　 電話：(53)3114 　　営業時間：午後5時30分～12時（当面の間、営業時間変更の可能性あり）

定休日：日曜日、祝日

次回は、  天金寿し（楯岡）を取材します。

　

「
居
酒
や  

よ
っ
て
家
」
は
新
町
一

丁
目
に
あ
る
居
酒
屋
さ
ん
で
す
。
店
主

の
佐
々
木
和
美
さ
ん
（
楯
岡
）
は
若
い

頃
に
両
親
を
亡
く
し
、
料
理
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
環
境
に
い
た
こ
と
か
ら
料
理

が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
方
に
料
理
を
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
で
長
年
勤
め
た
ア
パ
レ
ル

を
辞
め
、
平
成
13
年
7
月
、
東
根
市
に

こ
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
東
根
市
で
8
年
間
、
村
山
市
に

移
転
し
て
12
年
間
の
計
20
年
間
お
店
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

「
居
酒
や  

よ
っ
て
家
」
を
営
み
な

が
ら
、
昼
間
は
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で
9

年
間
勉
強
し
て
い
た
と
い
う
佐
々
木
さ

ん
が
作
る
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
は
専
門
店

さ
な
が
ら
の
味
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

ニ
ン
ニ
ク
、
唐
辛
子
に
海
鮮
だ
し
を
加

え
て
い
る
そ
う
で
、
ニ
ン
ニ
ク
と
磯
の

香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
具
材
に

は
エ
ビ
、
イ
カ
、
ア
サ
リ
が
入
っ
て
お

り
、
麺
は
絶
妙
な
ア
ル
デ
ン
テ
。
辛
さ

も
ほ
ど
よ
く
、
一
度
食
べ
た
ら
病
み
つ

き
に
な
る
一
品
で
す
。
こ
の
ペ
ペ
ロ
ン

チ
ー
ノ
、
お
客
さ
ん
に
裏
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
し
て
み
た
の
が
始
ま
り
だ
そ

う
で
す
が
、
今
で
は
締
め
で
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
オ
ー
ダ
ー
さ
れ
る
大

人
気
メ
ニ
ュ
ー
だ
そ
う
で
す
。

　

店
で
は
こ
の
ほ
か
、
自
家
製
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
か
け
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

よ
っ
て
家
サ
ラ
ダ
や
納
豆
天
ぷ
ら
、
揚

げ
出
し
豆
腐
、
ジ
ャ
ン
ボ
つ
く
ね
も
人

気
で
す
。

　

「
お
客
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
お

客
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
居
心
地
の
良

い
お
店
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
佐
々
木
さ
ん
。
と
に
か
く
お
客
さ

ん
の
笑
顔
が
見
た
い
と
の
思
い
で
、
手

が
空
い
た
時
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、
お
客
さ
ん
を
喜
ば

せ
て
い
ま
す
。

　

海
鮮
の
う
ま
み
が
広
が
る
本
格
ペ
ペ

ロ
ン
チ
ー
ノ
。
話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し

上
が
れ
。
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お
知
ら
せ

な
っ
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
使
用
す

る
子
育
て
支
援
医
療
証
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
子
育
て
医
療
証
も
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
健
課
へ

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の　

は
ん
こ
、
お
子
さ
ん
の

保
険
証
、
現
在
お
持
ち
の
医
療
証

■
0
歳
～
小
学
3
年
生
の
医
療
証
（
外

来
・
訪
問
看
護
、
入
院
）

　

誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
順
次
新
し
い

医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

■
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生
の
医
療
証

・
外
来
・
訪
問
看
護
用
医
療
証　

　

3
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

・
入
院
用
医
療
証

　

入
院
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
月
の
1
日
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
。

※
新
4
年
生
に
な
る
方
で
、
入
院
用
医

療
証
を
お
求
め
の
方
は
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
全
額
自
己
負
担
の
ケ
ー
ス

・
保
険
適
用
外
の
医
療
費
（
定
期
健

診
、
予
防
接
種
、
非
紹
介
患
者
初
診

料
な
ど
）

証
を
所
有
し
て
い
る
方
は
併
せ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由

で
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
生
活
が

一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
を

減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

135

こんなとき 追加で必要なもの

国保に入るとき

他市町村から転入 転出証明書

職場の健康保険をやめた（扶養から外れた）資格喪失連絡票

子どもが生まれた 母子健康手帳

国保をやめる
とき

他市町村へ転出 −

職場の健康保険に入った（扶養になった）職場が発行する保険証

死亡した 死亡を証明する書類

その他の届け出

修学のため他市町村に住む 在学証明書

修学期間が終わった 職場が発行する保険証

住所、世帯主、氏名が変わった −

保険証の紛失、汚れ 使えなくなった保険証

村
山
市
長
選
挙
の
日
程

　

任
期
満
了
に
伴
う
村
山
市
長
選
挙
の

日
程
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日　

8
月
29
日

（日）　

投
票
日　

9
月
5
日

（日）

■
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

　

☎
内
線

401

子
育
て
支
援
医
療
制
度

医
療
証
の
交
付
と
手
続
き
方
法

　

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
た
め
、
現

在
、
市
で
は
中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
医
療
費
が
自
己
負
担
な
し
と

・
入
院
時
の
食
事
療
養
費
な
ど

■
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

　

県
外
の
医
療
機
関
で
は
子
育
て
支
援

医
療
証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
は
医
療
機
関
で
支
払
い
を
済
ま
せ
て

か
ら
、
保
健
課
に
医
療
費
の
支
給
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
医
療
費

を
還
付
（
口
座
振
込
）
し
ま
す
。

■
入
院
す
る
場
合

　

各
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）
か

ら
「
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
、
保
険
証
と
子
育
て
支
援
医
療
証
に

加
え
限
度
額
認
定
証
も
一
緒
に
医
療
機

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
限
度
額
認

定
証
の
申
請
手
続
き
な
ど
は
、
各
保
険

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

134

国
民
健
康
保
険
の
異
動
手
続
き

は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す

　

対
象
者
の
保
険
証
、
は
ん
こ
、
個
人

番
号
の
ほ
か
に
、
手
続
き
す
る
方
の
身

分
証
明
書
、
世
帯
主
の
個
人
番
号
が
必

要
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
手
続
き
に
必
要

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
限
度
額
認
定
証
、
○身
○子
○親
医
療

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

毎年好評の年に１度の「期間限定」

特別コースです。ぜひ一度おためし

ください。

上半身か下半身を選べる　部分コース

60分 ￥ 7,700→￥ 6,500

一番人気のおすすめ！　　全身コース

100分 ￥12,100→￥10,000

時間をかけてじっくり　　全身コース

130分 ￥15,400→￥12,000

ホットストーン＆

リンパトリートメント
3 月末まで

広
告

　

応
募
用
紙
は
農
林
課
、
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

募
集
人
数　

5
名
程
度

申
込
期
限　

3
月
15
日

（月）

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
農
林
課

 

☎
内
線

257

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（55）
３
７
２
８

メ
ー
ル　

n
o

u
rin

@
city.m

u
ra

ya
m

a
.

lg
.jp楯

岡
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

　

家
庭
菜
園
に
最
適
な
広
さ
で
す
。
営

利
目
的
で
な
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

貸
付
期
間　

4
月
下
旬
～
令
和
4
年
3
月

区
画
数　

27
区
画

区
画
面
積　

30
～
74
㎡

使
用
料
（
年
額
）　

２
、
０
９
０
円
～

４
、
１
９
０
円

申
込
期
限　

3
月
23
日

（火）

■
問
合
せ
／
農
林
課 

☎
内
線

254

市
6
次
産
業
化
推
進
協
議
会
の

市
民
委
員
を
募
集

　

農
業
者
が
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま

で
を
行
う
6
次
産
業
化
を
推
進
し
、
地

域
資
源
の
利
活
用
や
所
得
向
上
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
「
村
山
市
6

次
産
業
化
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
6
次
産
業
化
を
推
進

す
る
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　

6
次
産
業
化
に
興
味
が
あ

る
個
人
ま
た
は
団
体

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
農
林
課
へ
直
接
提
出

す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

東
沢
公
園

バ
ラ
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

東
沢
公
園
の
バ
ラ
管
理
に
関
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

（
公
財
）
日
本
ば
ら
会
に
よ
る
講
習

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

活
動
期
間　

4
月
下
旬
～
11
月
（
月
1

回
程
度
）
※
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
変

更
あ
り

活
動
場
所　

東
沢
バ
ラ
公
園

応
募
要
件　

屋
外
で
の
活
動
が
で
き
る

18
歳
以
上
の
方

申
込
期
限　

3
月
22
日

（月）  

※
期
限
後

も
随
時
受
付

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課 

☎
内
線

154

最
上
川
ふ
る
さ
と
農
園

利
用
者
募
集

　

土
に
親
し
み
、
収
穫
の
喜
び
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。
農
園
管
理
組
合
の
皆
さ

ん
が
農
作
業
の
指
導
を
す
る
ほ
か
、
道

具
の
貸
出
し
も
行
い
ま
す
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

貸
付
期
間　

4
月
下
旬
～
令
和
4
年
3
月

区
画
数　

29
区
画

区
画
面
積　

50
～

100
㎡

貸
付
料
（
年
額
）　

３
、
０
０
０
円
～

５
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

3
月
26
日

（金）

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
２
７
７

甑
岳
春
山
市
民
登
山
の
中
止

　

例
年
4
月
に
開
催
し
て
い
る
甑
岳
春

山
市
民
登
山
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
前
年
に
引

き
続
き
中
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課 

☎
内
線

363

11 広報　市民の友　むらやま　　令和3年 3.1



お
知
ら
せ

学
校
体
育
施
設
利
用
調
整
会
議

の
開
催
に
つ
い
て

　

例
年
3
月
に
次
の
小
中
学
校
体
育
館

等
を
利
用
希
望
す
る
団
体
に
つ
い
て
調

整
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
文
書
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
期
限
ま
で
に

必
ず
次
の
事
項
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

・
楯
岡
小
学
校
の
大
体
育
館
、
小
体
育
館

・
楯
岡
中
学
校
の
体
育
館
、
武
道
館

・
葉
山
中
学
校
の
体
育
館
、
ピ
ロ
テ
ィ
、

講
堂

報
告
す
る
も
の

・
教
育
施
設
利
用
団
体
名
簿

・
新
規
の
方
は
次
の
項
目
（
任
意
様
式
）

①
団
体
名　

②
競
技
種
目

③
利
用
希
望
施
設
お
よ
び
場
所

④
利
用
希
望
時
間

⑤
連
絡
者
名
・
連
絡
先
（
重
複
時
の

調
整
担
当
者
で
、
常
に
連
絡
が
取

れ
る
連
絡
先
）

報
告
期
限　

3
月
12
日

（金）

■
問
合
せ
・
報
告
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課 

☎
内
線

363

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
楯
岡
新
馬
場
団
地
1
号

募
集
戸
数　

1
戸
（
2
階
・
2
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１

８

、

８

０

０

円

～

２
８
、
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算

定
）

入
居
資
格　

同
居
親
族
が
あ
る
方
ま
た

は
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
、
収
入
基
準

月
額
（
年
間
所
得
か
ら
扶
養
親
族
1
人

に
つ
き
38
万
円
を
差
し
引
き
12
で
除
し

た
額
）
が
１
５
８
、
０
０
０
円
（
高
齢
者
、

障
が
い
者
世
帯
は
２
１
４
、
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど

申
込
期
間　

3
月
1
日

（月）
～
10
日

（水）
の

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

住
宅
公
開　

3
月
6
日

（土）
午
前
9
時
～

正
午
（
1
組
30
分
で
要
予
約
）

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
建
設
課 

☎
内
線

231

特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置

　

大
久
保
下
宿
地
区
内
の
次
の
空
き
家

は
、
保
安
上
危
険
な
状
態
で
あ
る
特
定

空
家
等
に
該
当
し
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
14
条
第
3
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
所
有
者
に
対
し
、
次
の
措
置
を
取

る
こ
と
を
命
令
し
て
い
ま
す
。

対
象
物
件　

大
字
大
久
保
字
下
宿
81
番

地
2　

店
舗
兼
住
宅

措
置
内
容　

店
舗
兼
住
宅
の
解
体
除
去

措
置
期
限　

5
月
8
日

（土）

■
問
合
せ
／
建
設
課 

☎
内
線

238

防
災
行
政
無
線

定
時
放
送
の
曲
名

期
間　

3
月
1
日

（月）
～
4
月
30
日

（金）

時
間
・
曲
名

正
午　

さ
く
ら

午
後
5
時　

夕
焼
け
小
焼
け

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　

平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年

で
10
年
と
な
り
ま
す
。
犠
牲
と
な
っ
た

方
々
へ
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

※
防
災
行
政
無
線
で
の
呼
び
掛
け
は
行

い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

211

雪
ど
け
期
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
道
路
環
境
が

良
く
な
る
た
め
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
や
す
く
な
り
、
徒
歩
で
の
外
出
や
自

転
車
の
利
用
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

運
転
者
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
心

と
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
運
転
に
集
中

し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
道
路
を
横
断
す
る
時
は

は
っ
き
り
と
意
思
表
示
を
し
、
夕
方
か

ら
の
外
出
時
に
は
必
ず
「
夜
光
反
射
材
」

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

117

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
る
」
と
い
う
電
話
は
詐
欺

　

「
コ
ン
ビ
ニ
で
あ
な
た
の
銀
行
口
座

か
ら
50
万
円
引
き
落
と
さ
れ
た
の
で

カ
ー
ド
を
止
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
行

く
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
け
て

く
だ
さ
い
。
」
と
警
察
を
名
乗
る
男
性

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
警
察
や
金

融
機
関
の
職
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
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お
知
ら
せ

か
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://

w
w

w
.jin

ji.g
o

.jp
/
sa

iy
o

/
sa

iy
o

.

h
tm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

申
込
受
付
期
間　

3
月
26
日

（金）
午
前
9

時
～
4
月
5
日

（月）　

受
信
有
効

第
1
次
試
験
日　

4
月
25
日

（日）

■
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

申
込
受
付
期
間　

4
月
2
日

（金）
午
前
9

時
～
14
日

（水）　

受
信
有
効

第
1
次
試
験
日　

6
月
13
日

（日）

■
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

申
込
受
付
期
間　

6
月
21
日

（月）
午
前
9

時
～
30
日

（水）　

受
信
有
効

第
1
次
試
験
日　

9
月
5
日

（日）

■
問
合
せ
／
人
事
院
東
北
事
務
局

 

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

こ
の
よ
う
な
電
話
が
き
た
ら
す
ぐ
に
電

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
訪
問
さ
れ

て
も
、
絶
対
に
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
渡
し
た
り
、
暗
証
番
号
を
教

え
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口（
市

民
環
境
課
内
）
直
通 

☎
（55）
２
１
２
３

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど
に

行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無

料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
11
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
の
相

談
に
宅
地
建
物
取
引
士
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。

　

予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
受
付
も
可

能
で
す
。

日
時　

3
月
10
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
・
予
約
／
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
合
同
事
務
所

 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

空
き
家
所
有
者
の
無
料
相
談

　

空
き
家
の
相
続
、
売
却
、
解
体
費
用

等
に
つ
い
て
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま

す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
予
約
／
（
公
社
）
全
日
本

不
動
産
協
会
山
形
県
本
部

 

☎
０
２
３（
６
４
２
）６
６
５
８

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

春の入学

キャンペーン
春の入学

キャンペーン
春の入学

キャンペーン
春の入学

キャンペーン

広
告

広
告

困
り
ご
と
・
相
談

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

仕
事
・
試
験
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お
知
ら
せ

テ
ー
マ
と
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
本
学
お
よ
び
米

沢
栄
養
大
学
の
教
員
が
予
定
し
て
い
た

講
座
内
容
を
冊
子
に
ま
と
め
、
無
料
配

布
し
ま
す
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

冊
子
名　

「
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学

公
開
講
座　

令
和
2
年
度
」

（
Ａ
4
判
36
ペ
ー
ジ
6
編
掲
載
）

申
込
期
限　

3
月
10
日

（水）

※
冊
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
県
立
保
健
医
療

大
学
附
属
図
書
館

 

☎
０
２
３（
６
８
６
）６
６
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
３（
６
８
６
）６
６
７
９

メ
ー
ル　

k
a
n
ri@

y
a
c
h
ts.a

c
.jp

さ
く
ら
ん
ぼ
ナ
ン
バ
ー
を

付
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

地
方
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
車
の

購
入
時
以
外
に
も
、
今
の
ナ
ン
バ
ー
を

変
え
ず
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ナ
ン
バ
ー
に
交

換
で
き
ま
す
。

　

申
込
み
、
手
続
き
は
自
動
車
整
備
工

や
ま
が
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス

　

令
和
4
年
3
月
・
3
年
3
月
卒
業
予

定
の
学
生
や
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
、
県
内

企
業
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s:/

/

y
-w

o
rk

-fe
s.c

o
m

）
か
ら
事
前
登
録

し
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
11
日

（木）
～
13
日

（土）

■
問
合
せ
／
県
産
業
労
働
部
雇
用
対
策

課 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
３
７
５

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会

　

令
和
4
年
3
月
に
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
・
高
専
を
卒
業
予
定
の
学
生
を

対
象
に
、
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
山
形
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
参
加
カ
ー
ド
を
準
備
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
15
日

（月）
午
後
1
時
～
4
時

30
分

会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ら
や
ま

 

☎
（55）
８
６
０
９

職
業
訓
練
5
月
生
募
集

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
科
・
定
員

住
宅
デ
ザ
イ
ン
施
工
科　

18
名

Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ
ム
科　

18
名

訓
練
期
間

・
住
宅
デ
ザ
イ
ン
施
工
科

　

5
月
11
日

（火）
～
10
月
29
日

（金）

・
Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ
ム
科

　

5
月
11
日

（火）
～
11
月
29
日

（月）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

自
己
負
担
）

申
込
期
間　

3
月
5
日

（金）
～
4
月
1
日

（木）
正
午

選
考
日　

4
月
8
日

（木）

■
問
合
せ
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

 

☎
０
２
３（
６
８
６
）２
０
１
６

県
立
保
健
医
療
大
学

公
開
講
座
の
冊
子
を
配
布

　

例
年
県
内
4
か
所
で
健
康
・
福
祉
を

場
や
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
県
自
動
車
整
備

振
興
会 

☎
０
２
３（
６
８
６
）４
８
３
４

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

3
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
2
日

（火）
～
5
日

（金）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（月）
～
31
日

（水）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

富
並
小
学
校
へ

同
校
令
和
2
年
度
卒
業
生
一
同
が
デ
ジ

タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
一
式

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
開
幕

し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

3
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

21
日

（日）
午
後
2
時
～　

栃
木
Ｓ
Ｃ

28
日

（日）
午
後
2
時
～

 

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

催
し
・
そ
の
他

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
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MURAYAMA HotNews

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）

ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

無
料
体
験
教
室
実
施
中

生
徒
募
集
中

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前

東根支店管楽器工房Brass

広
告

　ひな人形が並ぶほか、ムララが来るミニイベントを行います。ご来場の

際は、マスクの着用をお願いします。

日時　3月6日(土)、7日(日)　午前10時～午後2時

■問合せ／商工観光課観光交流係  ☎内線155

道の駅むらやま　ひなまつり

　市では、軽トラックにカラフルな幌（＝からほろ）を装着し、定期市

やイベントで農産物や加工品の販売を行う「からほろマルシェ」を実施

しています。令和3年度に参加を希望する団体は農林課まで電話、FAX、

メールのいずれかの方法でお申し込みください。

申込期限　3月15日(月)

■問合せ・申込み／農林課6次産業係  ☎内線257

FAX　(55)3728

メール　nourin@city.murayama.lg.jp

からほろマルシェ（軽トラ産直）参加団体募集

　地域おこし協力隊が1年間の活動報告（情報発信、農業研修、居合道観

光振興、「L
リ ン ク

ink M
む　ら　や　ま

URAYAMA」利活用など）をします。直接会場へお越

しください。入場無料。

日時　3月8日(月)　午後6時30分～（午後6時開場）

会場　甑葉プラザ　甑葉ホール

報告者　成毛清和子、麿恵美、西城舟二、小関恵子

■問合せ／地域おこし協力隊  ☎内線274

令和2年度地域おこし協力隊活動報告会

　保育施設などの保育料半額事業の一つとして届出保育施設等（認可外保育

施設）の保育料について補助します。補助金を受けるには届出保育施設等か

らの在園証明書や保護者からの申請が必要です。申請書類は子育て支援課で

配布するほか、市ホームページからダウンロードすることもできます。

対象者　①、②両方を満たす方

①市内在住で、令和2年10月から令和3年3月の間に市外の届出保育施

設等を利用している（または、利用していた）児童の保護者

※幼児教育・保育無償化により保育料が無償となった児童を除く

②10月から3月分の保育料に未納のない方

提出書類　補助金交付申請書、在園証明書兼保育料等受領証明書（児童1

人につき1枚）、請求書、申請者名義の金融機関通帳の写し

申請期限　3月31日(水）

補助金額　1人目および同時入所の2人目：保育料の半額（限度額14,000円／月）

同時入所の3人目以降：保育料の全額（限度額28,000円／月）

■問合せ／子育て支援課保育係  ☎内線163

市外届出保育施設等の保育料に補助金を交付します

お
知
ら
せ
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↑市ホームページ ↑居合道体験 ↑ふるさとだより

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（2月1日現在）：23,160人　男：11,301人 女：11,859人   世帯数：8,107戸

<にぎわい創造活性化施設（旧楯岡高校） 特集＞

愛称決定表彰式

★プロモーション動画
・旧楯岡高校の校舎内を記録した約4分間の動画を作成しました。ナレーションには楯高同窓生の

思い出が込められています。市公式チャンネル（YouTube）で無料公開しています。

★VR（仮想現実）で巡る楯岡高校
・旧楯岡高校の校舎内などを記録したVR写真やVR動画を視聴できるサイトを公開しています。

VR写真は360度パノラマビューアで、VR動画はVRゴーグルで校舎内のすべての場所を見るこ

とができます。

・「Link MURAYAMA」Facebookで現在の状況を発信しています。

■問合せ／政策推進課活性化施設整備係  ☎内線271

　令和4年度のオープンを目指し事業を進めている、にぎわい創造活性化施設（旧楯岡

高校）の愛称について、多くの皆さんから愛され親しみをもっていただけるよう、昨

年、愛称を募集しました。県内外から多くのご応募をいただいた中から、選考の結果、

落合直義さん（山形市在住）の『L
リ ン ク

ink　M
む　ら　や　ま

URAYAMA』に決定しました。

　2月4日に市役所で表彰式が行われ、落合さんに志布市長より表彰楯と賞品が贈られ

ました。楯岡高校の同窓生でもある落合さんは、「人と人の心がつながることが一番大

切。型にはまらない人が集う施設にしてほしい」と話していました。

動画や写真で巡る  ～楯岡高校の思い出～

Facebookページ

YouTubeページ


